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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

1１極早生温州の栽培技術の砿立

(2)極早生温州の幼木における樹冠全摘善・摘
分類 ①

果による早期樹冠の拡大

63～2年（完了）

極早生温州の植栽後における樹冠全摘篭や摘果が樹の生育に及ぼす影雰

を明らかにして、早期成園化のための結実管理技術砿立に演する。

Ⅱ試験方法

１試験場所園芸研究所果樹圃場

２供試品種ｶﾗﾀﾁ台３年生宮本早生、上野早生、崎久保早生及びｺﾝﾃﾅに植

えたｶﾗﾀﾁ台５年生の山川早生

３処理方法６３年４月に上記3年生幼木を植え付けし、植え付け年の６３年、

1年、２年の３ｶ年間を樹冠全摘篭して無結実区とする区と植え

付け年から結実させる区を設けた。なお、宮本早生の無結実

区は２年度から結実させた。

山川早生は、63年に全摘篭と満開２０日後の全摘果を行った．

４調査方法３年生幼木は植え付け時から２年度までの幹周、樹容積並びに

果実の収堂を結実区と無結実区を比較した。

山川早生は処理後の８月と１２月に樹を解体し、枝葉量、直径

2mm以下細根量等を調査した。

Ⅲ主要成果の概要

樹勢が弱い極早生温州の幼木は、植え付け後２～３年間、樹冠全摘曹や摘果

を行うことにより樹冠の早期拡大や樹勢の維持が図れる。なお、結実開始

は樹冠の拡大状況に応じて行
、

フ。

１植え付け後２～３年間結実させないと、幹周は結実させた樹より２５～３０

%大きくなり、樹容讃は３～５倍に拡大できる。品種間では宮本早生で効果

が大きく早く結実できる。

２樹冠全摘藷や全摘果処理は、山川早生では葉数が結実樹（無処理樹）の２

～３倍となり細根量は１．５～2.0倍に増加する。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表極早生温州における幼木の結実の有無と樹冠の拡大（2年）
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___蛎結_実_L6-Lq-JUL豊3-jL2:2-_理5---022__Lj2L--1-E-2』且_１，｣q45-----0-．
緒実６．２７．０１０．０１１．３１８２０．３０．４０.８２．０６１３１２．７
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注）６２年度ﾃｰｰﾀは植え付け時で伸び率は対62比、宮本早生無結実樹の収量
は２年度分

第２表山川早生の摘篭・摘果と新梢、新根の発生（63年）

調査摘茜葉数．新梢細根新根結実
試験 区摘 果

時期数旧葉新葉計数量発生数数

月日個葉葉葉本９ 本 個

摘篭８．１１２，５３２１３１，６９５１，７０８３７７４７４８,307‐

…_________12-.--5_Ａ１盤__2p--1L27岨_』JZ36--型6---4過_．…ﾆー _ー__ご_____‐
早期摘果８．１１２６８６２１，４０８１，４７０２８６４１５１２，３７３‐

_________一_必__5----36-邸__124班_1,鰻0---247---82Ｚ_____ー_____目__一一
無処理８．１１‐３８８５９４９８０２１１３１９２，５００６７

1２．５‐５ ４ ４ ９ ０ ５ ４ ４ １ ５ ０ ２ ４ ８ ２ ７

注）新根発生数は調査時に伸長していた根端数

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１極早生温州の幼木の早期樹冠拡大や樹勢維持のための結実管理法とし

て利活用できる。

２摘蒲や摘果が遅れると、多くの労力を要するとともに樹体内養分の消

耗を大きくする ｡

Ⅵ今後の研究上の問題点

１極早生温州の品種や樹勢の強弱と果実の養分吸収能
２結町実開始後の樹の生育と収量
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